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お話したいこと

1. 前提となる哲学

生活の質、人とのつながり、自然とのつながり、人間らしい生き方、幸福度（ウェルビーイング）こそが

地域づくりの北極星である

2. 必要条件としての仕事づくり

しかし、仕事がなければ、若者は愛着ある地域に留まれない。従い、地域の特色あるリソースや地域

ならではの課題解決を梃子に、産業クラスター・エコシステムを「面」として構築することが必要となる

3. 十分条件としての住民参加による地域循環型社会の実現

もうひとつの柱が、地域を自分たちの手で創るという住民参加と共同体自治の実現である。ここで梃

子となるのが、食・エネルギー・廃棄物といった、住民生活に関係の深いテーマを中心とする地域循環

型社会の形成である。そしてこれは持続可能性の実現と国のレジリエンスに寄与する

4. エネブラーとしてのデジタル

仕事づくりにおいても、住民参加による地域循環型社会の実現においても、デジタルが不可欠なエネ

ブラーである
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人流の変化を加速させる
ウェルビーイング都市の実現

ウェル
ビーイング都市

① 仕事 ② つながり

「点」を超えて「面」を
形成する

地域循環経済社
会を実現する
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① 仕事をつくる

点から面（エコシステム）へ

行政

大企業

金融機関

大学・
研究機関

住民

エコシステム形成のための施策（面）
❏ 地域固有の課題、リソースを客観的に分析
❏ 危機感、ビジョン・長期プランを内外に共有
❏ 住民、スタートアップ、大学などをひきつけ、相

乗効果、イノベーションを誘発
❏ 地域外からの評価、横展開

地元
企業

スタート
アップ

「地域なら
では」の
課題やリ
ソース
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面（エコシステム）構築の事例（分析ユニットは全く異なるが・・・）

課題を梃子に、水ソリューションのエコシステムを構築したシンガポール

インバウンドアウトバウンド

都市
ソリューションの

海外輸出

 水ノウハウ
の蓄積

先進企業・
研究機関の集積

”実験場”
イノベーション創出

MICE
を通じた発信

　水の安全保障
という課題

出典：https://www.pub.gov.sg/
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②地域循環経済の構築を通じて、つながりを創る

バリャドリッド（スペイン）の事例

市民がつながり、新しい社会・経済をつくる

■ 市民がサーキュラーアイディアをプレゼンするサーキュ

ラーウィークエンドを開催。2017年から3年間で100のプ

ロジェクトを創出

■ この活動を通して、市民のコミュニティの帰属意識が高ま

り、行政は補助金の出し手から、市民同士をつなげる役

割となった（プロジェクトスポンサー）

出典：OECD「The Circular Economy in Cities and Regions」
　　　Circular City Funding Guide「City of Valladolid: economic prosperity through circularity」
　　　Circular Cities Declaration「Valladolid, Spain」
           http://www.valladolidadelante.es/sites/default/files/Circular%20Economy_Valladolid.pdf
           https://www.circularcityfundingguide.eu/case-studies/city-of-valladolid-economic-prosperity-through-circularity/
           https://circularcitiesdeclaration.eu/cities/valladolid

● スペイン北西部方の都市
● 人口規模：約30万人
● 人口減少、高齢化、高い失業率(11.7%、2018年)が課題
● 2017年雇用とイノベーションの創出を狙い、CE都市宣言



地域循環社会の構築を通じて、つながりを創る

黒川温泉一帯地域コンポストプロジェクト（熊本県阿蘇）

黒川温泉一帯地域
コンポストプロジェクト

循環図

旅館の
料理へ

堆肥

農家野菜

旅館の
食品残渣

地域素材
（もみがら、落ち
葉、他）
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■ サステナアワード2020にて、“環境省環境経済課長賞”を受賞

■ 次のステップとして“町全体の大きな循環”や“家庭単位の小さな循環”につなげていき、さらに住み良い町を目
指す

出典：黒川温泉HP
https://www.kurokawaonsen.or.jp/tanoshimu/detail.php?kiji=261
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ウェル
ビーイング都市

① 仕事 ② つながり

「点」を超えて「面」を
形成する

地域循環経済社
会を実現する

エコシステム、地域循環経済社会の形成において
デジタルが不可欠　

課題をオープンに共有

世界と直接つながる

エネルギーの最適化・送売買電

地産商品のEC
資源の循環・トレース

”ENABLER”としてのデジタル




